
▪
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

新
し
い
証（
う
ぐ
い
す
色
）を

7
月
中
旬
～
下
旬
に
送
付
。新
し

い
証
は
受
取
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
。古
い
証（
桃
色
）は
8
月
1

日
㈭
以
降
、使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入

に
よ
り
、12
月
２
日
㈪
か
ら
新
た

な
保
険
証
の
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
。マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
い
人
に
は
、保
険
証
の
代
わ
り

に
な
る「
資
格
確
認
書
」を
郵
送

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、同
封
の
書

類
で
確
認
を
。

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
７
５
）へ
。

▪
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
の
限
度
額
適
用
認
定
証

の
更
新

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」と「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」は
７
月
31
日
㈬
が
有
効

期
限
。更
新
に
は
手
続
き
が
必
要

で
す（
後
期
高
齢
者
医
療
の
人
は

手
続
き
不
要
）。

　

70
歳
以
上
で
、所
得
区
分
が
現

役
並
み
Ⅰ
か
現
役
並
み
Ⅱ
の
人

に
は「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を

発
行
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
保
険
医
療
課（
❖
国

民
健
康
保
険
…
☎
66
・
１
０
０

３
❖
後
期
高
齢
者
医
療
…
☎
66
・

１
０
７
５
）へ
。

▪
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

額
決
定
通
知
書
と
保
険
料
納
入

通
知
書

　

今
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
と
納
入
通
知
書
を
7
月
中

旬
に
送
付
。

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
７
５
）へ
。

�
国
民
健
康
保
険（
国
保
）高
齢

受
給
者
証

　

新
し
い
証
を
７
月
下
旬
に
送

付
。

【
対
象
】70
～
74
歳
の
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
る
人

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
０
３
）へ
。

�
乳
が
ん
検
診

【
対
象
】来
年
３
月
31
日
時
点
で
、

40
歳
以
上
の
女
性

市
か
ら
の
通
知
・
発
送

暮
ら
し
の
情
報

年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
詳
し
く
は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー（
こ
ど
も
家
庭
し
あ
わ
せ
課

内
、☎
68
・
９
１
５
５
）へ
。　

　
市
内
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

の
た
め
、京
都
交
通
バ
ス（
高
速

バ
ス
を
除
く
）、自
主
運
行
バ
ス

で
使
用
で
き
る
お
得
な「
ま
い
づ

る
バ
ス
ク
ー
ポ
ン
」を
販
売
。

【
内
容
】１
セ
ッ
ト
１
，
５
０
０

円
分（
１
０
０
円
券
×
15
枚
）を

5
0
0
円
で
販
売

【
数
量
】６
，０
０
０
セ
ッ
ト

【
販
売
期
間
】12
月
27
日
㈮
ま
で

【
利
用
可
能
期
間
】来
年
2
月
28

日
㈮
ま
で

【
販
売
場
所
】京
都
交
通
東
舞
鶴

駅
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
、西
舞

鶴
駅
前
案
内
所

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課（
☎

66
・
1
0
4
2
）へ
。

　

６
月
か
ら
所
得
税
と
個
人
住

民
税
の
定
額
減
税
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。定
額
減
税
の
対
象
者
で

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

【
内
容
】問
診
、乳
房
エ
ッ
ク
ス
線

検
査

【
料
金
】１
，５
０
０
円（
市
国
保

加
入
者
、40
歳
、41
歳
、50
歳
、60

歳
と
70
歳
以
上
の
人
な
ど
は
無

料
）

�
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診

【
対
象
】来
年
３
月
31
日
時
点
で
、

20
歳
以
上
の
女
性

【
内
容
】問
診
、細
胞
診

【
料
金
】１
，６
０
０
円（
市
国
保

加
入
者
、70
歳
以
上
の
人
な
ど
は

無
料
）

《
共
通
》【
実
施
期
間
】来
年
３
月

31
日
ま
で

【
そ
の
他
】２
年
に
１
回
の
受
診

【
申
し
込
み
方
法
】市
内
の
実
施

医
療
機
関
へ
直
接
予
約（
受
診

券
、健
康
保
険
証
を
持
参
）

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
４
）へ
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
を
防
ぐ
に

は
予
防
接
種
が
最
も
有
効
で
あ

る
た
め
、
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

❖
１
期
…
１
歳
の
誕
生
日
～
２

歳
の
誕
生
日
の
前
日
❖
２
期
…

平
成
30
年
４
月
２
日
～
平
成
31

る
人
に
対
し
、そ
の
差
額
を
給
付

し
ま
す
。

　

給
付
の
対
象
者
に
は
、市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。送
付
時

期
や
申
請
方
法
な
ど
、詳
細
は
決

ま
り
次
第
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課（
☎
66
・

１
０
２
６
）へ
。

市の人口と世帯数 人口  75,850 人（－ 105 人）　世帯  34,150 世帯（－ 27 世帯）

男  38,138 人（－ 75 人）　女  37,712 人（－ 30 人）※令和６年６月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

女
性
の
た
め
の
が
ん
検
診

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防

接
種
を

お
得
な「
ま
い
づ
る
バ
ス
ク
ー

ポ
ン
」を
販
売

　

市
で
は
、重
度
心
身
障
害
者
を

対
象
に
、医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
す
る
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年

８
月
診
療
分
か
ら
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳（
以
下
、「
手
帳
」

と
い
う
。）を
持
っ
て
い
る
人
も
、

一
部
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、７
月
下

旬
に
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

新
規
や
更
新
で
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
人
は
保
険
医
療
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
拡
大
と
な
る
対
象
者
】
❖
手
帳

１
級
保
持
者
❖
手
帳
の
更
新
に

よ
り
、１
級
か
ら
２
級
へ
障
害
等

級
が
変
更
と
な
っ
た
人
❖
手
帳

２
級
を
保
持
し
、身
体
障
害
者
手

帳
３
級
を
持
っ
て
い
る
人
か
お

お
む
ね
I
Ｑ
50
以
下
の
人

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
７
５
）へ
。

　

舞
鶴
の
川
や
海
、
環
境
美
化

な
ど
に
関
す
る
内
容
を
テ
ー
マ

に
絵
画
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

ま
い
づ
る
環
境
市
民
賞
の

表
彰
候
補
者
を
募
集

ま
い
づ
る
子
ど
も
環
境
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

【
対
象
】市
内
在
住
か
在
学
の
小

学
～
高
校
生

【
申
し
込
み
方
法
】９
月
２
日
㈪

ま
で
に
作
品
の
裏
面
に
住
所
、氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名

と
学
年
、絵
に
込
め
た
思
い
を
記

入
し
、生
活
環
境
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
６
４
）へ
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
循
環

型
社
会
の
確
立
、
自
然
と
の
共

生
社
会
の
確
立
な
ど
、
市
内
で

優
れ
た
環
境
活
動
を
行
っ
て
い

る
個
人
、団
体
を
表
彰
。
部
門
は

「
一
般
部
門
」と「
こ
ど
も
未
来
部

門
」。自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
方
法
】７
月
８
日
㈪

～
８
月
30
日
㈮
に
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
所
定
の
用
紙（
生
活

環
境
課
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、ま
い
づ

る
環
境
市
民
会
議
事
務
局（
生
活

環
境
課
内
、☎
66
・
１

０
６
４
）へ
。

　市内のタクシー業者と連携し、夜間のタクシーの配車台数を
確保する取り組みを実施します。
　安心して夜の舞鶴のまちへお出かけください。

【増車期間】
7月～12月の金・土曜日と祝日の前日22時～24時

【問い合わせ先】企画政策課（☎66・1042）

7月から夜間のタクシーを増車します7月から夜間のタクシーを増車します

定
額
減
税
補
足
給
付
金
を

給
付

　6 月 4 日に、市長や市内公的 4 病院長、舞鶴医師会長、
京都府立医科大学の教授などで構成する舞鶴市医療機能
最適化検討会議を開催。この日は、今後の医療需要の傾
向や供給体制を検討する上で必要なデータ分析項目を確
認するとともに、今後の医療提供体制の方向性について
意見交換しました。冒頭で市長が「スピード感は意識し
ながらも、多岐にわたる医療関係者の立場や利害に配慮
しつつ、何が最適な選択になるのかを共に考えていきた
い」とあいさつしました。会議は年 5 回程度の開催を予
定。各回の概要は開催後、1 カ月をめどに公表し、市民
の皆さんから意見を募る予定です。詳しくは、市ホーム
ページで確認を。右コードからアクセス可。　
　　　　　　　　　　　　　　《地域医療課》

舞鶴市医療機能最適化検討会議を開催舞鶴市医療機能最適化検討会議を開催

　エネルギーや食料品などの物価高騰により家計へ
の負担が増加していることを踏まえ、令和6年度新た
に住民税非課税などになる世帯を対象に、給付金を支
給します。

【支給額】
1世帯最大10万円。18歳以下の子どもを扶養する世
帯には、子ども1人あたり最大5万円を追加。

【対象となる世帯と受給方法】
昨年度に同給付金の対象となっていない世帯で
①基準日（令和6年6月3日）に世帯員全員が住民税非課

税か住民税均等割のみ課税の世帯…支給対象とし
て市で確認できた世帯へ、8月から順次、申請書を送
付します。届いた申請書に必要事項を記入し、10月
31日㈭までに同封の返信用封筒で返送か申し込み
フォームで申請を。詳細は同封のチラシで確認を。

②①以外で、世帯員全員の令和6年1月～10月の任意
の1カ月の収入が予期せぬ事情で①相当となった
世帯…10月31日までに申請書を持参か郵送で福
祉企画課へ。申請書は福祉企画課、生活支援相談課、
西支所、社会福祉協議会に備え付け。市ホームペー
ジからダウンロード可。郵送での送付希望者は福
祉企画課（☎68・9012）へ。

【支給時期】
市で申請書を受理した日から約3週間後

【その他】
昨年度の同給付金の申請期限は8月30日㈮です。申
請漏れのないように注意してください。
詳細は、市ホームページで確認を。右コード
からアクセス可。

【問い合わせ先】福祉企画課

《令和6年度に新たに住民税非課税などになる世帯対象》
物価高騰対応重点支援給付金

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

８
月
か
ら
対
象
を
拡
大
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